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※ 浸水深が20cmを超えると、大人でも歩行が困難となる可能性があります。
     また、少しでも浸水していると、用水路や側溝に落下し流される危険性もあります。
     危険を感じた場合は、早めに自主的な非難を開始してください。
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0.5ｍ/床下浸水と
　　　　床上浸水との境界付近

0.2m/道路冠水相当

（この地図では浸水の深さを4色で表しています。）

想定浸水深の目安
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下水道雨水全体計画区域

３４

２

行政区界

（浸水実績あり）

凡　例

防災関係機関

排水区域界

●この図は、双葉町において想定されうる災害規模の降雨 （時間
    あたり120.0mm、10分あたり34.5mm、総降雨量225.5mm）が
    降った場合の浸水箇所および最大浸水深をシミュレーションで
    予想したものです。
●前田川、中田川、戎川、根小屋川、松迫川、水沢川、松倉川と
    いった河川堤防の決壊または溢水による洪水（外水氾濫）は考
    慮していません。
●本マップは、令和５年１１月に掲載された国土地理院の地形図
    をもとに作成していますが、双葉駅西地区、中野地区について
    は整備中のため、最新の地形図が反映されておりません。
●津波に関する情報は、別途、「双葉町　津波ハザードマップ」を
    参照してください。
●本マップは水防法に基づいて作成したものです。

避難場所一覧

（想定最大規模降雨）

1時間で120mmの降雨
想　定　条　件

防災関係機関

内水

双葉町

1.0ｍ：大人の腰までつかる程度

0.5ｍ：車の移動限界/子供の移動制限

0.6ｍ：車のドアが開き難くなる

0.2ｍ：アンダーパス等の通行止め

0.1ｍ：ブレーキが効きにくくなる

ハザードマップ

0.00 ～ 0.05

浸水シミュレーション

0.10 ～ 0.20　道路冠水

0.20 ～ 0.50　床下浸水

>=0.50　　　　 床上浸水

0.05 ～ 0.10　道路冠水
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鹿島平排水区

３ 山田排水区

４

坂下排水区・鴻草排水区
福田追排水区（北部）

双葉町産業交流センター
（大字中野字高田1- 1）２

双葉町コミュニティーセンター
（大字長塚字町西39- 22） １１

「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 5JHs 802」

２ 双葉町中心部
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それぞれの警戒レベルと取るべき行動を確認し、早めの避難行動の判断に役立ててください。
避難勧告等が発令されていなくても、防災気象情報を基に自主避難の判断をしてください。
警戒レベル５は既に災害が発生し避難できない状況が予想されるため、警戒レベル３や警戒レベル4の段階で

避難することが重要です※１。

※1 各種の情報は、警戒レベル1～5の順番で発表されるとは限りません。状況が急変することもあります。
※2 市町村が災害発生状況を確実に把握できない場合もあるため、警戒レベル５は必ず発令される情報ではありません。
※3 高齢者以外の方も必要に応じ、避難の準備を整えたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

内水ハザードマップとは、「内水氾濫」によって浸水が発生した場合を想定したものです。
以下に、「内水氾濫」と「外水氾濫」の違いを解説します。

道路側溝や水路の排水能力を超える雨水に対して、川への排
水が間に合わず、マンホールや雨水ます、排水路などからあふ
れ出すことで発生する浸水です。

外水氾濫と異なり、浸水までの時間が短く、警報を出すなど
の判断・対応が難しいため、注意が必要です。

本マップを活用し、以下についてご確認ください。

①浸水想定区域と浸水深さ ④日常の備え
②避難場所 ⑤避難情報の入手方法
③避難ルート ⑥避難の考え方

大雨によって河川水位が上昇し、堤防を越える、または堤防
が決壊して河川の水があふれ出すことで発生する浸水です。

外水氾濫が起きた場合、短時間で一気に水かさが増し、大規
模な被害を引き起こします。

外水氾濫による浸水シミュレーションを示したマップを、
「洪水ハザードマップ」と言います。

側溝や雨水ますの集水口に泥や落ち葉、ゴミが詰まると、内水氾濫
の原因となってしまいます。

側溝や雨水ますの定期的な清掃や、上に出来るだけ物を置かないな
ど、皆様のご協力をお願いします。

下記に示す方法等によって、双葉町における災害状況
や避難に関する情報収集をお願いします。

●防災行政無線
町内の屋外スピーカーから、警戒情報や災害情報、避難

に関する情報などをお知らせします。
●テレビ

リモコンの「データ放送（ｄボタン）」を押すと、災害
時の気象情報や避難情報などを確認できます。
●ラジオ

NHK FM 福島 周波数…FM83.8MHz

災害の発生状況や避難するタイミングに応じて、
適切な避難行動が重要です。

●屋外が安全で移動できる場合
避難所、警戒区域外の安全な場所（公園、親戚

や友人の家など）へ水平避難をしましょう。

●屋外へ出ることが危険な場合
２階以上への移動するなど、建物内の安全な場

所へ垂直避難をしましょう。

□貴重品 □懐中電灯 □救急医療品 □携帯ラジオ
□非常食品等 □ウェットティッシュ □カッパ
□衣類（下着・上着） □タオル □紙おむつ
□生理用品 □ヘルメット □ビニール袋 □ライター
□水筒 □紙皿・紙コップ □手袋 □缶切り・栓抜き

●簡易水のう・土のう（ポリタンク又はプランターVer）

水を入れたポリタンク又は土を入れたプランターを並べ、
レジャーシートで包んで簡易水のう・土のうを作ります。

●簡易水のう（ごみ袋Ver）

45リットル程度の容量のごみ袋を二重にし、半分
程度の水を入れて簡易水のうを作ります。

ご家庭にあるものを使って浸水を防ぐ方法の一例です。
ごく浅い浸水(10cm程度)であれば被害を軽減出来ます。

段ボールに入れると持ち運びが
便利かつ、そのまま並べて利用
も出来ます。

●双葉町公式ホームページ

●ふたばアプリ

●気象庁ホームページ ※気象情報
https://www.jma.go.jp//jp/yoho/

●国土交通省「川の防災情報」 ※河川情報
https://www.river.go.jp/

●福島県「河川流域総合情報システム」 ※河川情報
https://kaseninf.pref.Fukushima.jp/

QRコード
Android

QRコード
iOS

https://www.town.fukushima-futaba.lg.jp/


